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【訂正】
　香川大学教育学部研究報告第69巻，第２号（2019年）に掲載した第２報「やまじ風発生時の気
象状況について（２）―広域的に見た特徴―」に一部間違いがあり，次のように訂正する．

１）P.23：アンダーラインした部分を追加する．
「4.2.2　翠波峰における風」の節
　高度79mの最大瞬間風速に対する，高度28m，高度10mのそれの比の平均値を，５月20日02時
から10時までについて求めると，それぞれ0.89，1.04となる．高度79mの最大瞬間風速に対して，
高度28mの風は11％小さく，高度10mの風は４％大きい．高度10mの風が大きくなるのは，尾根
を越える気流の収束効果として理解できる．翠波峰鉄塔では，南よりの風の場合，高度10mの風
と高度79mの風とに大きな差はない．この鉄塔では，28mの高さのところで，風速の鉛直成分の
観測も行われていたが，どの時刻も平均風速0.0m/sで，吹き上げは見られなかった．
　この事例では，三島でやまじ風が吹いているとき，翠波峰では，南南東の風で，３高度で各時
間の最大瞬間風速は30m/sを超え，最盛期には45m/sを超える風が吹いている．高知1576mの風と
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比べると，風速の時間変化パターンは似ているが，高知で南風のときに翠波峰では南南東となっ
ている．翠波峰では，最大瞬間風速は，高知の高度1500m付近の風のおよそ２～2.5倍の強さの風
が吹いている．」 

２）P.24：図19の説明文のうち，「最大風速（10分間平均）」の部分をアンダーラインのように改
める．
「図19　高知1576mの風と翠波峰鉄塔の風との比較（2005年４月19日15時～20日15時）．最下段
は高知1576mにおける10分ごとの平均風速と風向，下から２段目は，翠波峰鉄塔における気温
（実線）と高度79mの１時間ごとの前10分間平均風速・風向．下から３段番目は，鉄塔の79m，
28m．10mの各高度における各１時間の最大瞬間風速，前10分間の平均風速（黒丸），高知1576m
の風速．」

３）P.44：「７．まとめ」の文中，「やまじ風が吹いているとき，法皇山脈の翠波峰付近における
風は南よりで，高知1500mの風に比べて，２～2.5倍大きくなっていた．」の部分を次のように改
める．
「やまじ風が吹いているとき，法皇山脈の翠波峰付近における風は南よりで，最大瞬間風速は，
高知1500mの風に比べて，２～2.5倍大きくなっていた．」


